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緒　　　　言

陥壷加六群連鎖球射と食中右との閑係については9

Moo‡こE（1948）によって初めて知られ9著者等（195フ）

は本邦で初めてこれを追認したが，たまたま9長崎市

内某大工場に粟生した集団倉－l］毒引例で再び同菌を検

出しり人工汚染実験を重ねる機会を往け㍑本か例の調

査と諸検査及び実験成績の大要は既に前報（1960）で

述べたところであるが，同時に分離された好塩細菌と

の協同作用による中毒症状発現については言及されて

いないので，臨床症状の調査成顔とともにここに改め

て追記することとするチ好塩細菌宜よる食中晶は9－一

般に感染型のそれであると考えられているが9未だ明

確な見解は与えられていない。著者等はこの点に関し

ても若干の実験を行ない興味ある成精を得たので附記

する申

食中毒発生㍍状況

市内某大工場には数ケ所に独立した炊］職があってゥ一

それぞれ5000名内外の給食を行なっているが9　その

うち1ケ所にのみ3匡†に‾日▲って食［国j発4卜をみている¢

すなわち，1956年1月25［1（罪1回）に329名，1957

年8月26日（算2何）に680名，同年11月5日（揮3

回）に1006名の患者発狂があった少　これらの企「相手二『J‾‡‘

例の発狂状況の調査や原関南の検索については駄い－n一一定

（1960）に述べた通りであるが，確実に調査し得た患

者の臨沫症状及び発病までの経過時mを追記すると9

猫1回発作例ほ而旧が遅れて詳細な調査は行なわれな

かったがっ葦2「可発！トニ例では（第1表）㍍調奔人工‾1203

名のうちり下榊は　201名にみられた主要な訴えであ

って，腹痛及び全身倦怠感がこれに次ぎ，嘔気及び嘔

吐を来たしたものが90嘉，嘔気を訴えるまでに至らな
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なくも円郎不快感を覚えたものが80名に及び，発熱者

は31名であったが9特に発疹等を認ためものはなかっ

た9　これらの症状はすべて一両日で嘔快した台　本専例

の発病までの経過時間は　（罪2表），調査人員422

者のうら913i）18時「制こ発病したものが最も多くて

23二2名を占め9次いで7～12時間64名，19～24時間69

名であって，6時宜－J以内に45名の発病者があったが，

25時川以上経過したものは僅かに12名であった。算3

［叶発壬L例の患者856名について調査した酷床症状は

（i第3表）9下痢を来たしたもの246名，腹痛を訴え

たもの393名でぅ両者は患者の大部分を占め，嘔気及

び’甘部不快感を訴えたもの186名であったがゥ嘔吐を

井たしたものほ僅かに15名であった。発病までの経過

矧－一日をみると（箱4表）り調査人員880名のうち，6

～二LO時－一丁りの発病が最も多くて478名9次いで11～15時

mの217名であって9　5時間以内に105名，16～18時

「＝に80子1の発柄をみているがゥ21時「乱以上経過して発

病したものはなかった＆

篠1茨　　ぎノ一　　抹　　症　　状
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第3表　　臨　　床　　症　　状
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原因菌の叫般性状とその説明

第1回の食中毒事例においてほ，届出が遅れたため

に検査の時親を失し9原因食及び取囲菌の究明ほ不明

のままに終わっている。しかし算2回発生例でほ原因

食として疑われた掠べにコン及び吐物から好塩細菌

No・1－6及びNo・7柵10の10株とともほ二　v玩滋皿

群連鎖球菌11A（31Aの16枚を分離した。また，籍

3匝L発生例からは残存食及び弁当箱7個を検査し9

梢γiゐ乃∫群連鎖球菌のみ検出され9　Bl（B69　Cl

uC6，Dl（D69　Vl－V5の23株が分離され

た。以上の分離薗の生物学的性状は，既報（1960）で

詳細に述べたが，第59　69　7表として再掲する9鯨

べにコン及び吐物から分離された好塩細菌10株は9

No・2株を代表せしめ9　第5表にその性状を示した

が9本歯がβ∫βぴぁ∽∂花α∫に属する－増羊の細菌であるこ

とを決定した経過に関してほ前報に述べた。

筒5寮　　　　　　　　　　好塩細菌の生物学的性状

萱　　　；j：と　L　　；i　　　　　　∃　＝
｛

＝　　－；；　戸　　　；　　　F　㌻ぎ
】　　ム　　ー　　一

億　考‥（］【）成借欄中戸印は普通培地で陰性であって3％食塩カロ培地で陽性となったものを示す。

r2）一No一1～10まですべてNoい2と同一性状であった。
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第6真に示した鯨べ（コン及び吐物から分離された

㌢iγiゐ乃∫群連鎖球ば，Dex七rine　分解で一致しないも

のもあるが911A群と28B群9　Lactose分解で異な

るものもあるが912D群と30D群9解糖作用を全く示

さない点で一致する14A群と31‡き群とは9　それぞれ同

一菌群と考えてよいとノ思うがりただ16A群のみは他群

と異なる状性を示した。同様な関係は残存食及び弁当

箱から検出された沼ridα乃∫　梢連鎖球菌の場合にもみ

られ（算フ表）ゥ　澱粉分解で異なるものがあるとほい

え，β2群とV2群，全く同じ性状を示すBl群とVl

作とは，それぞれ同一薗群と考えられっ　B6増のみ両

脚と異なる性状であった。

以上の成績から見て，第2百司食中最中例で鯨べsコ

ン及び吐物に共屈して好塩細偽及び　mγiゐ乃タj＼仁連虫’1

球菌が検出されたことは六鯨べにコンが供食前にり　こ

れらの細菌で既に汚兼されていたことを示すものとい

えるし9　また，籍3回食［帽打倒では残存食及び弁当

箱から共通の　析γiゐ乃∫悍連鎖球菌が検山されたが，

それは当日早朝料理された食品に由来するか，または

前日不潔に洗われた弁当箱に附若していたものかとい

う問題は別として9　それが食中毒の掠医となったこと

ば疑えない引実と思われる。

人工汚染実験

鯨ベーコン仁魚（ぐち），及びうずら豆にイ〔’′一定又は

3倍量の水を加わえ，1000C！30分げtj加熱浸山して濾

別したものをpHフ．4とし，10ボン！ドノ15分‡肯謹皇二滅

菌して，それぞれの浸出淑涛深けニ。鯨べにコン涙＝波

は，常鋸－ご液状であるが，水冷するとり長ヲ＼様に揖匝け

る性質があった。これらの各浸出液に前記の分恥’糾ま

よく発育した。各浸口＿1液の名分離菌による打沈実験に

っいてほ前粗（1960）て詳細に述べたが9たお品べr

コン浸出液の好且凍蟻ー㌻と　折ri血7′∫！iさ＼社損勘球鳥『ケ交1二

子アユ染によって発現する仔狛の中局症状及び弘；かJ′決彼

の施紙クー戸マていグラフイsの成績等について辻、一己した

いと11しう。ただし算3巨絹虹灘眠分離されヱニ　粕一idα〃∫

ノ群連好球虫潤2ゥ　B6，B19Vl及びV2粧による

魚（ぐち）及びうずら豆浸出液の汚染枚を付与裾こ投与

すろとぅ　いソニ毛9不安を示し，－皇1寺企慾を失うようてあ

ったがり　その中揖症状ほ＼ム′口安篤としなか「たのでその後

の追究を行わなかった。

似べにコン浸山液を好塩細品N仇2椀双はNo・6株

を以って汚染すると9前記氷冷による凝剛性を失うほ

簡6表 分離Viridansノ脾連鎖球菌の牲物学的性状
酬m召弧期Wu山鈷餌⊥う⊥組曲▲L〟脚仙【㍗‘‾’仙－－’－■－ム』■』‾』■■－■‘一－’‾』』■】‾▲ム【■二【二¶　　　▼‾‾＿＿＝二二＿＿＿　【＿＿＿＿ん　＿＿＿＿　＿二＿＿＿】二＿　－「－－－－－－－－－－－　一

三甘「‾［頂【耶「「〟【¶】‾¶‾‾‾‾ム▼す　桝

＿＿二　　　　『　　　　－　　　　　－　　　　州　　　　　　　　　　　　　　　　－』二　　　　　－　　　　』十一』　』』　　　　－　　　　　－　　　　　－　　　　』－　　　　　－　　　‾　　－　　　　　－』　　　－‾
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弾打里一口二∃；二ち二…－；L二弓二；…二戸

備一　j5・『iAと同じ性状を示したもの11号11C（Lactose分術）『2A

16Aと　　　　′／　　　　17D（Salicin分解）

14Aと　　　　′′　　　　　1SAり16Dゥ17‡うぅ

28Bと　　　　′／　　　　　30‡う宇31A
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第7泰 分離Viridans群連鎖球菌の生物学的性状

分　　　解
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－
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備　考＝B2と同じ性状を示したもの　B3，C2，D4，D5，D6，（Dextrin非分解）

Cl（Dextrin分解），C3（Glycerin分解）

B6と　　　〝　　　　　B79C5，C6，D2，D3，（Esculin分解）

Blと　　　　〝　　　　　　B4，］B5，C4，Dl

いr2と　　　　〝　　　　　　　V3　V4

Vlと　　　　　〝　　　　　　　V5

か9仔猫の体重の1！100量で激しい下痢を来たして

巣死せしめるが9その剖検所見として腸管特に下訊こ

著明な出血灘が認められた。この汚染液50ccmから

アノ1ノコールbアセトン法によって得た粗蛋白分割を溜

水い10ccmに溶解し，それを仔猫に体重の1！500量経

口投与すると，下痛は認めないが，固形便の表面が血

液を混ずる粘桐液で被われるのを見た．粗多糖体分割

を同様に投与すると，15時間後頃から粘桐泥状便又は

ノ虫様下痢便を排出したので，このことから出㌧血因子は

蛋自体にあって，下痢因子は多糖体にあるらしいこと

が予想された。＋－－二方，mγi‘ね乃∫群連鎖球菌11A及び

16A株による汚染液は氷冷による凝固性を失なわない

が9　これを仔猫に体重の1！100量投与すると，15乃至

30分後著明な怒境と嘔吐発作を釆たし，一過性の軽度

の下痢を認めた。汚染液から得た蛋白分割投与で数回

の怒境を認めたが争租多糖体及びアミン分劃の投与の

場合と同様に仔猫は食慾を失うようであったが，その

毒作用ば不明瞭であって，特に嘔吐因子の分劃抽出に

は成功しなか「た。

以上述べたように，好塩細菌No．2又はNo．6株，

mri‘ゐ乃∫群連鎖球菌11A又は16A株を各別に用いた

汚染実験では，試獣（仔猪）に下痢症状及び怒境，嘔

吐発作をよく発現し得たのであるが，一般に共生顎象

の場合を除いて，2種の異なる細菌が同一medilユm

に発育するとき，一方の増殖が旺盛なほど他方は抑制

されるという桔抗現象の場合も考えられ，好塩細菌と

椛riゐ乃∫群連鎖球菌この間にこの種の関係があるとす

れば，両者が同時に食料を汚染したとき，中毒症状発

現の様相も多少変わることが予想される．この意味で

次のように両菌種による同時及び交互汚染に関する実

験を行なった．

（1）同時汚染の場合：

鯨ベーコン浸出液に好塩細菌No・2株と　椛ri‘あ乃∫群

連鎖球菌ユ6A株とを同時に1白金耳ずつ移植し，24サ

48，72の各時間汚染した後，3000rpm30分間遠心し射

その上宿を450乃至500grの仔猫に体重の1！100量を

経口投与した・結果はいずれの汚染時間でもNo・2蘭

単独汚染の場合と同様に激しい下痢症状を認めたがサ

怒境及び嘔吐発作は不明瞭であった．汚染液中の16A

菌は，18時間までほ相当数の集落を示したが，72時間

では既に死滅し　析ri‘ね乃∫群連鎖球菌16A鑑の増殖ほ

好塩細菌No・2蘭と長時Hごn］共存することによって抑制

されることが知られた．
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〔2）交互汚染の場合：

まづ浸出液を16A蔭で汚染した後，No・2菌で再汚

染することとし，その場合を次の4通りといした。

（a）16A薗で24時間汚染した後9　一No。2菌で24時

tJL】］再汚染

（b）16A菌で24時間汚染した後ウ　No。2歯で72時

L－J～」再汚染

（c）16Å菌で72時間汚染した後9：No。2菌で24時

間再汚染

（d）16A菌で72時間汚染した惣『－Nd2菌で72時

Ⅷ再汚染

以上のうち9（a）（b）（d）の3者の場合，試獣の嘔

吐発作ほ著明でなかったが，赦しい下‾軌症状が認めら

れ9　特に（d）ではNo。2菌単独72時間汚染の場合よ

りその毒作月］は激しく，実験に供した吾猫2匹ほ9汚

染液投与て友4乃至5矧－－！封で粘机泥状便を排出し920及

び26時間で兜死した。一方り　（C）の場合9試獣は著

－けな怒境ヲ嘔吐発作及び嘔吐数回の後915暗闇前後で

泥状下痢便を排出して衰弱したが9　5日目には回復し

た9

汚染液の濾紙タロマトゲラフイ…

東洋濾紙No○50を用い9　弱酸¢　ブタノにノti¢水

†〔1＝4：2）は溶媒として一次元展開を行ない，呈色には

0い2つるニンヒドリン溶液及びヂアゾ試薬を使用した。

実験で得られた成績は，すべてニンヒドリン陽性物質

を示し，ヂアゾ陽性のSpotは認められなかった。試

料ほ一定量の目盛を附した毛細管ヒ‘ペットで吸引して

常に同じ液量を濾紙上にSpotするように注意した。

鯨べ岬コン浸出液の16A及びNo・2殊による各単独

いフ2時間汚染液，16A菌72時間汚染後No。2菌24時間再

汚染液及び非汚染液を対照として行なった成績を第1

図に要約して示した。16A薗単独汚染液では，Rf

ケ0．21のSpotのほか，毎常RfO・44，0・65，0・74のSpot

が得られたが，その節色程度は弱かった。No．2歯単

独汚染液でば，RfOい1舅0・25のSpo七のほか，R壬0・45

及び0．6Sの2種のSpotが出現した。16A菌汚染後

N仇2菌再汚染液の　Spot　ほ9：No．2薗単独汚染紋

の場合ど同様であったがゥ　RfOい74を示す淡いSpot

のほか，察常RfO・45及び0－65の2種のSpotはそ

の大きさを増し，かつ顆包も濃厚化する傾向があった。

N0。2菌のフ2時間汚染液から得られた各分割の濾紙

クロマトグラフィーは，同国右側に示したように，蛋

白分割（PF）及びアミン様分割（AF）でRfO・19

及び0・1890・12の各Spotが得られたのみであった

が9多糖体分割（CF）でほ濃厚な顕色ではないがり］

らかにRfO・47及び0・鋸の2和の　Spo七　を認める

ことが出来た。しかし916A菌汚染披から得た客分劃

では，原点から流れる不分離の新色物質在認めろは

か9年きに展開した　Spotは得られなかiたや

以上の各Spotは六容娘の押野や二次ノ〔一艇開及び既

知アミン類との比較がなされていないので，分オ用勺い川

定ほ困難であつたが9非れ染液には　Rf Oい45ヲ〔）・65，

0。74等のように高い‡if　ーをホす物質力毒忍漬られもい

ことに注目すべきことであ一一－いた、

簡且匹∃＋！掠べ←コン浸帖榊了バ汁液の濾紙∴Trヾト

ゲ㍍一′フィ←Ⅶ

いいいいタ一

畳色　　ニンヒドリン　　　　　　ニンiヒドリン

備考：（1）16A・‥16A菌フ2時澗沖ー染液

〔2〕Noム2‥ムNo・2歯72時肝汚染液

冊16A一トNo血2‥・16A瑞フ2吋「戸l肌灘後No－2蘭

24時間再汚染液

分離菌による感染実験

好塩細菌No．2及び　析γi血〃∫増連鎖球菌11A及び

16Aの18時制培養菌苔を採り，それぞれ牡即金配水

10D！㎡1浮潜菌液とし，500g内外の付猫に体重の1！100

量を経口投与したが，いずれの場合もこの程匪の菌壷

では仔考鋸こ何等の障害も与えないことが判かった。し

かし新鮮鯨ベーコン浸出液にNo・2蘭の阿鼻を浮瀞せ

しめて経口投与すると（節8表），6時問後正毛り不

安を示し，1即寺聞後頃から下痢を釆たし∴次斜に拝備

に陥り，40時間で楽死し，糞便からの再培養も得られ

た。そして剖検上腸管に著明な出血性耀変か認めら

れた。
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ム第8褒　好塩細菌No・2株の感染実験

‾　　　　　　　　　　　』－■‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』＿

検　体床妾陣輔備　考

掴融三‾‾‾‾】「一口1「平田ま盲強

潤液戸戸j16時間後下軌40

F　－　f　－　－

考　　　　　察

著者等は既朝（1957）で！Jい児4名の鯨肉テキ焼による

食中毒の原因蘭として分離　れγi‘ね乃∫群連鎖球菌の意

義について詳細な老廃巷加わえたがぅ　たまたま，市内

基大工場に発生した集団食中毒事例で好監細菌のほか

折ノノidα柁∫押通鎖球菌が検出され，再び同問題について

考案と実験を正ねる機会を与えられた。viプ′iゐ乃∫群達

鉄球菌は咽頭や気道の常在菌として存在するが，食中

長の場合9残存食品と吐物又は容器から殆んど純培養

に検出され，かつ共通の性状を示す一群の菌が分離さ

れたとすれは，供食前に既にこれら食品が同菌によっ

て汚染されていたことを示し，それが食［摘妾の原因で

あったと推定して誤らないと思われる．

鯨ベーコン及び吐物から分離された好塩細菌10株は

ダ∫βαゐ∽β乃α∫　と同定された経緯についてほ前報に述べ

た通りである。

第2同発生例に於いては，患者の全員が下痢症状を

釆たし，調査人員203名中腹痛を訴えたもの161う名，嘔

吐，嘔気及び胃部不快感を覚えたもの170名に及んだ

が，その潜伏時間も比較的短く，13～18時間にピーク

があり，6時間以内にも45名の多数が発病しているな

ど急性中毒症状を思わせるものがあった・分離好塩細

田及び　mγiゐ那　群連鎖球菌による人工汚染液に，

前者で下痢症状，後者で嘔吐発作を起こし，また，

折γ一流n仁群連鎖球蘭72矧‾甘汚染後好塩細菌24時間再汚

染という屯複汚染によって仔猫に両症状を併発せしめ

た。この－■Ji二実ほ両菌の共存による食中毒が激しいであ

ろうことを推定させる。

好塩細蘭の生理食塩水浮源菌液ほ試獣に何等の症状

も惹起せしめなかったが，鯨ベーコン浸出液浮薄菌液

の投与によって激しい下痢症状を起こし，40時間で弊

死せしめ，その腸管には出血性病変を認めた。また，

本菌宜よる人工汚染液は仔猫に重い下痢症状を来たし

たことは91957年8ノ］16日市内大浦町属住其の一家6

名のうち5名のあげかまぼこによる食中家主側で分離

された好塩細菌OPlOl棟を使用した実験でも得られ

た所見（前報）と同じであって，鯨べにコ十浸出液と

あげかまほこ浸出液が異なるだけであった。以上の成

績から見て9好塩細菌による食中毒ほ，感染型の場合

もないとは云えないが9むしろ，腸管内に定着するに

先立って食品を分解しゥその結果生ずる毒性物質が食

中毒の発現に本質的な役割を果たすものと考えられる．

鯨べにコン浸出液の好塩細菌Noム2菌汚染液及びそ

のCF分劃による試獣の下帆症状及び　析ク′i‘ね〝∫　群連

鎖球菌16A歯れ染後N仇2薩屑汚染液による重い下賦

症状は9濾紙クロマトグラフィrの所見からRf仇45

及び0・65のSpot柳こその濃厚化と増大に関連がある

ように思しわれた。また，16A菌汚決液は市猶に著頃な

怒境と嘔山一発作及び軽度の－虫陛下軌症臥を虫たした

が，その濾紙グロマトグラフイ←でRfOい44，0ム65，

0・74のSpotか中毒作月］と何等かの関連を有するも

ののようであった。これらの物質は既知アミン封との

比較を行なっていないが，著者等の一人林（1957）が

先に経験したダr¢血∫7刀i7iα∂iii∫　といか浸出液の糾合わ

せ及び既報（1957）のm′ノiゐ乃∫群達鉄球菌と鯨肉浸出

液の組合わせで得られた所見とともに，特に高い　Rf

を示すこれら一連の物暫については他日検討を加わえ

る機会があるであろう・

魚（ぐち）及びうずら豆浸出液の　mγi血犯∫群連鎖

球菌　Bl陳ほか4株による人工汚染液の投与ほ，仔

猫に暫時食慾を失わせるようであったが，その中毒症

状は判然としなかった．しかし，第3表及び節4表に

みるように，大部分の患者は腹痛，下痢及び嘔気を訴

え，かつその潜伏時間ほ短く，6～10時間にピークが

あり，5時日『－」以内に105名も発病している事実を見る

と，残存食及び弁当箱から分離された　拓壷玩∫　酎連

鎖球菌を原因蘭の枠外におくことば出来ないと思う．

要　　　　　約

長崎市内某大工場に発生した集団食中毒事例におい

て好塩細菌のほか,Viridans群連鎖球菌を分離し,前

者によって人工的に汚染された原因食品浸出液は仔猫

に下痢症状を起こし,後者のそれは怒嘖及び嘔吐発作

を来たした。両菌を以って同時に汚染した場合並びに

Viridans群連鎖球菌を以って汚染した後好塩細菌を以

って再汚染した場合,好塩細菌単独汚染の場合より毒

作用が増強する傾向を示し,仔猫に怒嘖,嘔吐発作,
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嘔吐と下痢症状が併発して認められた。これらの汚染

液の濾紙クロマトグラフイーにおけるRf0.45,0.65,

0.74のように高いRfを示すニンヒドリン陽性物質が

毒作用と関連があるように思われた。

擱筆に当り, 恩師青木教授の御指導と恩師登倉教授

の御校閲を感謝します.
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Summary

Some strains of halophile bacteria, related to Pseudomonas ichthyodermis, and viridans

streptococci were isolated from the remains of lunch (whale bacon) and vomitus on an
incident with 680 cases of food poisoning in a certain large dockyard in Nagasaki city.

Diarrhea was seen in kittens which were given food extract soiled by these halophile

bacteria, and vomiting fit of them occurred after giving one soiled by viridans streptococci.

More severe diarrhea with vomiting fit of kittens was observed after giving the food extract

soiled by these two isolated bacteria together or one again soiled previously by viridans

streptococci and then by halophile bacteria. By the development of paper chromatography of

these soiled extracts, it was worthy of attention that there always were spots reactive to

ninhydrin which ran up to 0.45, 0.65 and 0.74 of Rf, and these substances seemed to have

relation to foregoing toxic symptoms of kittens.
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